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要約

「水環境保全のための農業環境モニタリングマニュアル改訂版」を発行 した。農地から河川

・地下水へ流出する窒素・ リンをモニタリングする手法や、集水域スケールで負荷源別の窒素

負荷量を推定する手法などを提供する。

背景と目的

農業活動が水環境へ及ぼす影響の重要性が広 く認識 され るようにな り、国や地方 自治体

の行政部局・農業試験場 より、農地か ら河川・地下水へ流出する窒素・ リンのモニタリン

グ手法や、集水域スケールで負荷源別の窒素負荷量を推定する手法が求め られている。 と

くに、滋賀県が 2004年か ら先行的に進めている 「環境農業直接支払制度」や、農林水産

省が 2007年度か ら実施する 「農地・水・環境保全 向上対策Jの実効性を評価するために

は、農業環境のモニタリングが不可欠である。そこで、当所が実施 した研究の成果を中心

に、最新の情報を幅広 く取 り入れた改訂版を発行 した。

成果の内容

最近の成果に基づいて、農業環境のモニタ リング手法を平易に解説 している。改訂版の

主な特徴 と構成は以下の通 りである (表 1)。

1.I章 では、各種の水質基準お よび測定方法を最新のものに改訂 した。

2.Ⅱ 章では、市販の GISソ フ トを用いて、土地利用現況図を作成す る手順 (図 1)や、

リモー ト・センシングデータを利用す る手順について解説 している。

3.Ⅲ章では、統計情報に基づき、作物生産量、化学肥料施用量、家畜ふん尿発生量な ど

を者5道府県・市町村単位で算出するデータベースシステムについて解説 している。

4.Ⅳ章では、回場の地下水流動を測定・解析する手法や、中規模河川における簡便・迅

速・高精度の水質モニタ リング手法 (図 2)を解説 している。

5。 V章では、新たに 「暗渠か らの NPモ ニタ リングJの項を加 えるともに、農薬調査法

についても最新の分析法を踏まえて全面的に改訂 した。

6。 Ⅵ章では、集水域スケールで負荷源別の窒素負荷量を推定する手法 (図 3)について

解説 している。

農業環境技術研究所のウェブサイ トに、改訂版の電子 ファイル (PDF)を ア ップロー ド

して提供する。また、希望者には印刷物 を配布する。
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具体的データ

表 1「水環境保全のための農桑環境モニタ

I 農業環境モニタリングの基本事項

I-1農 業環境モニタリングの目的と調査手法

I-2各種の水質基準と測定方法
I-3汚 濁負荷の推定法と地下水の水質解析法

リングマニュアル改訂版」の目次

地形分析による浅層地下水流動の予察手法

負荷物質の動態調査法

流域水質解析法― :エ ンドメンバーズ法に

よる負荷源別寄与率推定

V-2窒 素および酸素安定同位体 自然存在比を

用いた窒素動態解析法

V-3埋 設型ライシメータ法およびモノリスライシ

メータ法

V-4土 壌浸透水による溶脱窒素・リンのモニタ

リング法
V-5暗 渠流出する懸濁物質およびリンの測定法

V-6環 境における農薬調査法

V-7脱 窒速度測定法

流域水質評価法

面源由来窒素負荷の地形連鎖系指標を用

いた河川水質への影響評価法

地形連鎖窒素フローモデル(田 渕モデル )

Ⅶ  生物相による水環境評価
Ⅶ l水 辺植物による水環境評価法

Ⅶ-2トビケラ成虫を指標とした水環境評価法

Ⅷ-3トンボを指標とした地域環境評価法

Ⅷ  水環境保全のための各種情報

Ⅳ -5

Ⅱ

Ⅱ-1

■-2

■-3

Ⅱ-4

Ⅱ-5

Ⅱ-6

Ⅱ-7

流域環境調査法
土壌環境調査法
土壌断面調査法
土壊機能評価図の作成法
土地利用現況調査法
土地利用現況調査法
(リ モート・センシング利用)

表流水流線および集水域調査法
流域水収支及び水田水利用の概況調査法

Ⅲ  流域負荷源調査法

Ⅲ-1農業活動状況と農業資材投入調査

Ⅲ-2養分収支調査法
Ⅲ-3流域における地 目別養分収支の推定例

Ⅳ  水移流調査法
Ⅳ-1土壊浸透水調査法(水収支法 )

Ⅳ-2浅 層地下水流量調査法

Ⅳ-3表 流水の流量測定とサンプリング法

Ⅳ-4地温探査法による地下水の水みちの

位置・規模の調査法

1ヽ-2

土地利用現況図を作成する手順
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図 3流域スケールで負荷源別の窒素負

荷量を推定する手法 (Ⅵ-1)
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